
令和６年３月 

美濃加茂市児童発達支援センター 

カナリヤの家 

 

R５年度「保育所等訪問支援事業保護者事業所評価」 

 

R５年度保育所等訪問支援利用児   ６名 

 

〈継続利用児〉対象２名 

 

１．保育所等訪問支援事業を利用し、できるようになったことや現在の様子 

 

・気持ちを伝える表現力が豊かになった。 

・こちらの言っていることがだいたい分かるようになった。 

・からあげ、フライ、うなぎ等食べられるものが少し増えた。 

・園児服を嫌がらず着てくれる様になった。 

・保育園等で他の子が泣いていても落ち着いていられる様になった。 

・保育園の行き帰りや散歩等で歩いてくれる事が増えた。 

・くつ、くつ下をぬぐ。 

・くつをつま先だけ入れてあげれば、かかと部分は自分で入れられる。 

 

２． 保育所等訪問支援事業を利用し、来年度お子さんに望む姿 

 

・言葉が増えてほしい。 

・「ダメ」と言われたらわかってほしい。 

・弟や他の子に自分から関わりを持っていってほしい。 

・何か言葉を発してほしい。 

・食べられるものが増えてほしい。 

・おまるでおしっこができる様になってほしい。 

 

３．その他のご意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〈終了児保護者評価〉対象４名 

 

１．保育所等訪問支援をどれぐらいの期間利用されましたか。 

 

・２年６か月 

・２年７か月 

・２年０か月 

・９か月 

 

２． 保育所等訪問支援を利用してお子さんが成長したと思う姿を書いて下さい。           

 

・トイレが行ける様になった。 

・食事面でのそしゃくは増えた気がします。 

・細かい作業での指先の使い方もずいぶん変わりました。 

・日本語はすこしわかるようになった。 

・擬音語や単語が少し増えた。 

・わかることばが少し増えて、開け放した戸を「閉めて」と言うと閉めに行く 

ようになった。 

 

３．保育所等訪問支援を利用して良かったと思うことを書いて下さい。 

 

・保育園の様子がわかった。 

・子どもの普段の生活の中で支援をしてもらえるというのは良かった点です。 

・保育園の様子がいろいろわかったこと。 

 

４．職員の対応や保育園との連携のとり方などで、良かったことや改善を願われることを書い

て下さい。 

 

・保育園での様子が分かった。 

 

５．その他、感想・ご意見をお願いします。 

 

・特別支援学校に行かせるか、支援学級に行かせるかで参考になった。 


